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10 月の運勢
モナ・カサンドラ

【全体運】　素直になれず、つまらない意地を張りがち。言い過
ぎた場合、すぐに謝って。水音を聴くとリラックスできそう
【健康運】　過激なダイエットは厳禁。無理は避けて
【幸運を呼ぶ食べ物】　エリンギ

牡羊座
3/21
～ 4/19
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News＆ Topicsニュース＆トピックス

　共進会の中で、優良和牛改良組合表彰が行われ、「分

娩間隔の部」において屋久島和牛改良組合が表彰され

ました。

　『高めよう生産力　伝えよう和牛力　明日へつなぐ和

牛生産』をテーマに、今回の表彰は生産効率の向上を

目指した繁殖能力の改良への取り組みにおいて、全国 ▲表彰を受けた会長の満園梅夫さん

の繁殖雌牛集団における分娩間隔の平均値を４００日以内にすることを目標にし、全国上位

１５組合が表彰されました。

　屋久島改良組合においては、平成２７年から３年連続全国上位１５組合の入賞になります。

　全国平均分娩間隔が４１１．０４日である中、屋久島町和牛改良組合は、３８３．５９日と

いう成績で見事入賞し、代表して、会長の満園梅夫さんが表彰を受けました。

　５年に１度開催される第１１回全国和牛能力共進会（全共）が、９月７日～１１日にわた

り、宮城県仙台市で開催されました。参加３９道府県（５１３頭）の成績に基く団体順位に

おいて、鹿児島県が１位に輝きました。「ひらけ栄光の扉！　世界へ　未来へ　鹿児島黒牛」

を掲げ、関係機関一体となって取り組み今大会に臨んだ鹿児島は、特別区を除く９区分のう

ち４つの区分で１席を獲得、出品した全頭（２９頭）が上位６席に入賞しました。

　団体賞は２００７年の鳥取全共から設けられ、宮崎県が連覇しており、１０年越しの首席

獲得となりました。

　また、肉牛の部においても、枝肉取引価格は今大会最高で前回大会を上回る１㎏当り

５０，００１円の値を付け、せり会場を沸かせました。

　会場では、「食べよう！」「つなげよう！」「魅せよう！」「伝えよう！」をコンセプトに６

つのブースで来場者を迎え入れたところ約４２万人と賑わいました。現在、日本農業を取り

巻く環境がさまざまな要因で不安定となっている中で、地域の和牛ブランドが地方創生の起

爆剤として、また海外に向けては和牛肉が海外輸出への重要な品目として期待されてます。

　次回、２０２２年の第１２回全共は鹿児島県霧島市で開催されます。

鹿児島黒牛　日本一
第１１回全国和牛能力共進会

優良和牛改良組合表彰


